
１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３ 公民館利用者数 人/年 41,617

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

その他の
数値指標１

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

64,557

1年以内の
達成見込み

○

グリーンベルト整備や沿道緑化に
よる地域への愛着向上とコミュニ
ティ形成の促進が図れているもの
の，子育て世代の居住者割合が非
常に多く，コミュニティ活動の場を
提供し改善を図るもの。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

住環境整備や公園・道路等の社会
基盤の充実に伴い，居住人口は着
実に増加しており，平成29年度時
点で既に目標値を上回る結果と
なっている。

58,044 H31年３月

H２９年度までは増
加傾向にあった
が，H３０年度以降
から利用者数が横
ばいになっており，
公民館の受容上限
に達したものと考え
られる。

居住人口 人 5,216

指標４
１日あたりの歩行者
自転車交通量

人・台
/12h

4,500

指標２

総合所見

グリーンベルト整備や沿道緑化等
により地区内の緑化は計画的に進
められており，みどり率の向上につ
ながっている。

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

居住人口の増加や歩行環境の改
善・向上に伴い，歩行者・自転車交
通量は増加からやや横ばい傾向に
あるが，目標値を達成している。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

－○

5,395 H３０年１０月 ○

－9,419 H31年３月

事後評価

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

〇

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

12.2

計測時期

H31年３月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ みどり率 ％ 7.7

8,300

64,200

5,000

1年以内の
達成見込み

○

12.3

見込み・確定
の別

11.7 ○

9,455

○

目標値

5,430

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

質の高い住環境整備の継続

地域住民によるコミュニティ活動の活性化

・引き続きグリーンベルトの整備および民間施設の沿道緑化補
助を実施し，美しい街並み景観と緑豊かな潤いのある住環境
整備を推進。

実施した具体的な内容

・グリーンベルトについては，地域コミュニティの場としても提供
を実施。

グリーンベルトでは，地域交流イベントが開催さ
れ，5,000人を超える参加があり，またスポーツイ
ベントでは応援者も含め約４００人の参加があるな
ど，地域のコミュニティ活動が活発化した。

今後の課題　その他特記事項

・アイランドシティ地区を縦断するグリーンベルトの完成し，より
一層のまちの活性化と成熟を図る

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

グリーンベルト整備約12,000㎡および沿道緑化約
3,000㎡をＲ1年度実施。これにより，地区内のみ
どり率が0.8％増加した。

地域が様々なコミュニティ活動ができるよう，場の創出を図る。

実施時期具体的内容


